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私たちは境界を大切にします
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の
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時
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・
目
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っ
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れ
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け
て
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に
対
し
、
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地
図
」
は
科
学
的
な
図
法
や
測
量
法
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っ
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成
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れ

る
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の
で
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一
定
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囲
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定
の
縮
尺
に
よ
り
平
面
的
に

表
現
し
て
お
り
、
非
常
に
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高
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。
又
最
近
で
は
、
地

図
作
り
に
も
人
工
衛
星
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
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世
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期
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作
成
さ
れ
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能
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に
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近
年
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子
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準
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を
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ロ
ッ
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し
た
も
の
で
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る
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四等三角点
江野島

公嘱業務報酬額表について（お願い）

平素は、当協会並びに公嘱制度に対しまして深いご理解とご活用
をいただき厚く御礼申し上げます。
さて、平成１５年８月１日より土地家屋調査士法の一部改正が施行
されますが、その一つとして法務大臣による認可報酬制度（以下「一
般報酬額表」という）が廃止されることになりました。これにより、
これまで一般報酬額表の８０％を基準として中央用地対策連絡協議会
（以下「用対連」という）が制定してきた公嘱業務報酬額表が見直
されることになり、平成１５年３月３１日の用対連理事会において「従
来の公嘱業務報酬額表は廃止する。報酬の算定基準が示された場合
は新たな基準を制定するが、それまでの間は従来の委託実績により
積算する」との決議がなされました。
これを受けて、当協会が加盟する全国公共嘱託登記土地家屋調査

士協会連絡協議会（以下「全公連」という）では、用対連に対しまし
て積算のための資料提供を行っているところですが、一般報酬額表
が平成７年から一度も値上げの認可を受けていないことから公嘱業
務報酬額表も従来と大きく変わるところはないと予想されますもの
の、新基準制定までには今暫くの時間を要するものと思われます。
つきましては、発注官公署の皆様には用対連の新公嘱業務報酬額

表が制定されるまでの間は、これまで運用してきた公嘱業務の報酬
額を基準として当協会との契約に望んでいただけますようお願い申
し上げます。
今日のような経済状況下におきましても、全国的に公嘱協会の活

用度は年々増え続け公共事業の円滑化と登記行政の明確化に寄与し
ております。その第一が土地家屋調査士法により規定された公嘱登
記を専門に扱う唯一の公益法人であることです。これにより、個人
事務所にはない責任の永続性と損害賠償の保障体制が確立され、官
公署が安心して発注できる組織が整いました。私どもの監督官庁で
あります法務省が毎年、各官公署に対して公嘱協会の活用を推進し
ているのも、ここに大きな根拠があります。
当協会も県下各地に多くの土地家屋調査士を配置し、これまで
数々の実績をあげてまいりました。特に、個人事務所では決してで
きなかった大規模な事件処理や地図訂正などが、公嘱協会が組織的
に取り組み法務局と協議することによって解決できた事件が数多く
あることは特筆すべきことです。
どうか、今後とも公嘱協会をご活用下さいますよう宜しくお願い

申し上げます。 理事長 山本 正
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国土交通省徳島国道工事事務所日和佐国道出張所

南阿波ピクニック公園

鳴門市立鳴門第一中学校

三好町立給食センター

那賀高等学校平谷分校

佐那河内村立佐那河内中学校

木屋平村立木屋平中学校

東祖谷山村立東祖谷中学校

名 称

日 和 佐

徳 島 海 南

鳴 門

三 好

上 那 賀

佐 那 河 内

木 屋 平

東 祖 谷 山

所 在 地

阿南第一中学校

吉野町立柿原小学校

徳島市立富田中学校

美馬町立美馬中学校

山川町総合スポーツ運動場

山城町塩塚高原ふれあい広場

上勝町旭農村公園

剣山スキー場

阿南市立椿保育所

名 称

阿 南 １

徳 島 吉 野

徳 島

美 馬

山 川

山 城

上 勝

一 宇

阿 南 ２

登記基準点網図（１級相当・３級相当）

徳島県の電子基準点

登記基準点網図（３級相当・４級相当）

国土調査地区の境界
復元に活躍できるか�

研修地区

電子基準点って何？

電子基準点は、地上約２万�の高さを周回するGPS 衛星
が発信する電波を受信し、この地点の位置を観測するための
施設です。受信データは、つくば市にある国土地理院に毎日
転送しています。
この受信データは、土地の測量、地図の作成、地震・火山

噴火予知の基礎資料に利用されています。
平成９年４月１日に実施された図式の一部改正により、２

万５千分の１地形図等の地図の記号に新たに電子基準点が加
えられました。

写真は、富田中学校敷地内の電子基準点。

和田島プロジェクト
場所：徳島県小松島市和田島町
主旨：水路の改良工事に伴う嘱

託登記業務のため、登記
基準点を設置し、復元測
量を行う。
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今回は、「ＶＲＳ方式による観測」とは、どのようなものであるかと

いう未知なるものへの好奇心から、これを取り上げ特集することになり
ました。
まずは、ＶＲＳ方式に必要な機材を使って、実際にフィールド（小松

島市和田島町）で体験することにしました。
そこで、既存の観測点（スタティック方式等で既に観測を終えている

測点）を使って観測したところ、左のような比較表を得ることができま
した。
この比較表にあるＶＲＳ方式とは、観測時間約１０秒程度、三脚を据え

ずに２ｍポールにより観測しており、スタティック方式等のように三脚
設置により得られた座標値ではなく、又衛星状況等も違うため単純には
比較できないものです。
しかし、この比較表では、水平位置３～４㎝のなかにあり研修結果と

しては良好であるといえます。
最後に、このＶＲＳ方式による観測研修の結果から、今現在ＶＲＳ方

式によって登記基準点及び準拠点の設置であるとか境界測量に単純には
利用できませんが、さらに技術が進み、精度管理をどのように行なうか
などの作業マニュアル等の整備ができれば、費用対効果を考慮した上で
ＶＲＳ方式という観測手法の選択も可能となるに違いありません。

電子基準点

体感ＶＲＳ方式

小雪が舞い、冷え込み
厳しい夕暮れ時、熱心
に見入る。

広報紙「杭」編集メンバー

高 野 社 員
葛 原 社 員
石 川 社 員
井 上 社 員
百 木 社 員
柿 本 社 員

ＶＲＳ方式による観測研修を終えて

■ＶＲＳ
ＶＲＳ（Virtual Reference Station）は、従来の技術では避
けようの無かった“ＧＰＳ測位におけるデータの誤差”を、
広域で補正する方式です。これにより、誤差数センチとい
う高精度の位置情報データを、２４時間得ることができるよ
うになりました。

■ＧＰＳ測位における誤差要因
ＧＰＳ測位を行う場合、衛星からの信号は地上の受信機に
届くまでに、自然条件（対流圏・電離層）の影響や衛星自
体（時間同期・軌道誤差）の問題により「遅れ」や「乱れ」
が生じ、地上での観測データに「誤差」が発生します。

■ＶＲＳによる誤差補正の概略
ＶＲＳは、このような誤差を補正するための方式です。電
子基準点の座標は、ＧＰＳ基準点測量で、十分な解析の元、
正確に求められています。一方、様々な誤差要因により、
通常、リアルタイムで取得した電子基準点の座標値は、電
子基準点の正規座標値と若干食い違います。ＶＲＳは、電
子基準点で取得しているリアルタイムデータと正規座標値
とを２４時間比較解析し、その誤差を解消した補正データの
送信を行なうシステムです。リアルタイムデータ対応の電
子基準点に囲まれたエリア内であれば、携帯電話網を使っ
て、全国どこの現場でも、補正データのサービスをご提供
することが可能です。

■概略手順
�ユーザーは、ＧＰＳの単独測位で自分の位置を測位し、
携帯電話を通じて、その情報をＶＲＳ制御センターに送
信します。
�ＶＲＳ制御センターでは、常時、国土地理院基準点から
送られて来るデータ（２４時間連続収集）を解析して、軌
道誤差や対流圏・電離層誤差をシミュレートしていま
す。そして、ユーザーから送信されてきた測位情報に基
づいて、その近傍に、仮想基準点を設定し、シミュレー
トの結果、誤差を消去した補正データを配信します。
�この「仮想基準点」と移動局間で、ＲＴＫ測量を行うこ
とにより、精度の高いリアルタイム測位が実現するので
す。

観測風景
小雨の降る中、熱心に観測する社員達

スタティック
三脚などにＧＰＳアンテナを固定し、数分から数時間連続観
測を行う方法で、後処理（解析）が必要です。短時間（５～
２０分程度）のものを短縮（ラピッド）スタティックとも呼び
ます。

キネマティック
移動体に取り付けたアンテナで、一定時間間隔の位置のデー
タを連続的に計測する方法で、後処理（解析）が必要です。
日本ではポールなどに取り付けたアンテナで、特定の位置を
数秒観測する方法（ストップ・アンド・ゴー）を指す場合が
多いようです。

ＲＴＫ
リアルタイム・キネマティックの略で、基準局のデータを無
線などを利用し移動局へ転送します。そのデータを基に移動
局側で瞬時に解析処理を行い位置を特定する方法です。測量
用ＧＰＳで唯一、その場で位置を出せる方法とも言えるでし
ょう。移動局側で位置が特定できるので、杭打ち・縦横断測
量などに使用されます。

トータルステーション（ＴＳ）
測定点の鉛直角・水平角・距離の３要素を同時に測定し、測
定値を電子的データとして出力または保存する機能を有する
電子光学測量機です。

提供 株式会社ジェノバ

用 語 解 説

〔VRSの概念図〕

移動

観測風景

観測方式による比較

分かりやすいルールで人気のパズルです。
数字を使いますが、面倒な計算は一切不要。
注意力と観察力があれば必ず解けますよ。

二重枠に入った数字の合計は
いくつになるでしょうか？

プレゼント付きクイズ ● ナンスケ ●

懸賞
問題

�ルール�
� 明かされているナンバーを全部、盤面の
中に入れます。

� ナンバーの入る方向は、上から下、左か
ら右のどちらかです。

� １マスに１つの数字が入ります（５ケタ
のナンバーなら５マス空いているところ
に入ります）。

�考え方�
例題では、１つしかない５ケタのナンバーが
すぐに入ります。次に入るのは、一の位が１
の３ケタのナンバー。あとは簡単に入ってい
きます。このように、確実に決まるところか
ら進めていきましょう。右の問題では、４ケ
タのナンバーの一・千の位に注目。

【応募方法】
はがきに解答と、住所、氏名、年齢、職業、
電話番号を明記の上、〒７７０―０８２３ 徳島市
出来島本町二丁目４２―５、公嘱調査士協会ク
イズ係へ。締め切りは９月末日（必着）。正
解者の中から抽選で１０人に図書券をお贈りし
ます。

�答え��例題�
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昭
和
六
十
年
公
嘱
協
会
設
立
以
来
、
理
事
長
三
代
目
を
迎

え
、
歴
代
三
人
の
理
事
長
に
よ
る
座
談
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
初
代
菅
沼
眞
澄
氏
、
二
代
目
川
原
睦
久
氏
、
三
代
目
山
本

正
氏
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
会
設
立
前
夜

司
会

そ
れ
で
は
、
ま
ず
協
会
設
立

に
当
た
り
ま
し
て
の
、
そ
の
前
身
で

あ
り
ま
す
と
こ
ろ
の
委
員
会
の
下
り

か
ら
、
協
会
設
立
の
過
程
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

菅
沼

徳
島
県
公
共
嘱
託
登
記
委
員

会
と
い
う
名
称
で
、
司
法
書
士
会
と

一
緒
に
組
織
し
て
、
当
時
は
仙
石
―

さ
ん
が
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
登
記
委
員
会
な
る
も
の
が

全
国
的
に
昭
和
四
十
六
年
組
織
さ

れ
、
約
十
三
年
程
の
歴
史
が
既
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

川
原

そ
れ
以
前
に
は
受
託
団
と
い

う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本

受
託
団
は
、
各
市
町
村
と
い

い
ま
す
か
各
支
部
単
位
で
徳
島
受
託

団
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
司
法
書
士
と

土
地
家
屋
調
査
士
が
組
織
し
て
仕
事

を
請
け
て
い
ま
し
た
。

川
原

公
共
嘱
託
の
登
記
事
務
を
受

託
・
開
発
す
る
た
め
に
、
調
査
士
会

員
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
そ

う
い
う
働
き
か
け
を
公
共
嘱
託
登
記

機
関
と
い
い
ま
す
か
、
官
公
署
に
対

し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
い
う
の
が
、

そ
も
そ
も
登
記
委
員
会
の
出
来
た
趣

旨
で
す
。

菅
沼

し
か
し
、
登
記
委
員
会
と
い

う
の
は
、
公
嘱
事
件
は
処
理
は
し
て

い
た
け
れ
ど
も
、
ま
ず
第
一
に
、
そ

の
当
時
の
登
記
委
員
会
に
は
法
人
格

が
な
か
っ
た
た
め
に
、
官
公
署
の
契

約
の
上
に
適
格
を
欠
い
た
と
い
う
、

こ
れ
が
一
番
大
き
な
理
由
で
法
人
格

を
持
つ
受
託
機
関
に
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

山
本

そ
れ
は
結
局
、
徳
島
は
別
と

し
て
、
全
国
的
に
ど
ん
ど
ん
委
員
会

の
仕
事
が
増
え
て
き
て
、
そ
う
な
る

と
今
度
は
契
約
上
の
問

題
が
あ
り
、
法
人
格
が

な
い
も
の
に
契
約
す
る

の
は
お
か
し
い
と
い
う

よ
う
な
、
委
員
会
で
誰

に
責
任
が
あ
る
の
か
と

か
、
そ
う
い
う
こ
と
に

な
っ
て
き
た
わ
け
で

す
。

川
原

そ
れ
か
ら
思
う

と
、
や
は
り
発
注
者
側

の
考
え
方
で
、
受
け
皿

と
し
て
法
人
格
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
法
律

上
、
法
人
格
を
具
備
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
、
単
に
個
人
と
の
契
約
で
あ
れ

ば
、
発
注
者
側
に
支
障
と
い
い
ま
す

か
、
不
安
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

受
け
皿
と
し
て
法
人
格
は
な
い
け
れ

ど
も
、
会
員
が
寄
っ
て
作
っ
て
い
る

委
員
会
が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
委
員
会
と
い
う
も

の
を
受
け
皿
と
し
て
発
注
者
側
に
対

す
る
一
種
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
と
い
い

ま
す
か
、
そ
れ
で
出
来
た
の
で
し
ょ

う
か
ね
。

川
原

そ
れ
か
ら
考
え
て
み
ま
す

と
、
日
司
連
な
り
日
調
連
な
り
が
、

将
来
の
法
人
格
を
具
備
す
る
と
い
う

一
つ
の
戦
略
で
全
国
的
に
そ
う
い
う

委
員
会
を
作
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

政
策
で
や
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
ね
。

山
本

そ
れ
に
し
て
は
、
時
間
が
か

か
り
過
ぎ
て
い
ま
す
ね
。

川
原

そ
れ
は
法
律
を
改
正
し
て
、

法
人
格
を
具
備
す
る
よ
う
な
団
体
を

作
る
と
な
り
ま
す
と
、
実
際
は
や
る

と
思
え
ば
法
律
は
十
年
は
か
か
り
ま

す
か
ら
ね
。
だ
か
ら
実
質
的
に
そ
う

い
う
実
績
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

司
会

い
ず
れ
に
し
て
も
、
協
会
設

立
の
十
三
〜
十
四
年
程
前
か
ら
、
設

立
に
向
け
て
と
申
し
ま
す
か
、
全
国

的
な
動
き
と
し
て
の
委
員
会
と
い
う

も
の
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
が
活
動
し

て
い
く
に
従
っ
て
段
々
と
需
要
が
高

ま
っ
て
き
て
、
割
の
悪
い
仕
事
で
あ

る
と
か
、片
手
間
で
す
る
と
か
、そ
う

い
う
仕
事
で
は
も
う
既
に
な
く
な
っ

て
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

川
原

そ
う
で
す
ね
。
協
会
受
注
当

初
も
、
あ
ま
り
積
極
的
に
受
託
す
る

と
い
う
意
識
は
、
会
員
の
中
に
は
少

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
だ
け

ど
、
や
は
り
委
員
会
制
度
の
時
に
、

発
注
者
側
か
ら
の
発
注
も
段
々
と
増

え
て
、
受
託
の
機
会
も
増
え
て
き

て
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
発
注
者
側
か

ら
、
や
は
り
法
人
格
が
な
い
団
体
と

契
約
を
沢
山
し
て
い
く
に
つ
い
て

は
、
官
公
署
の
側
か
ら
言
え
ば
、
や

は
り
具
合
が
悪
い
と
い
う
声
が
非
常

に
高
く
な
っ
た
と
い
う
の
も
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
そ
の
状
態
で

は
、
徐
々
に
受
託
高
が
伸
び
て
き
て

い
な
が
ら
、
グ
ッ
と
伸
び
る
と
い
う

要
素
に
欠
け
る
面
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々
の
側

も
、
発
注
者
側
の
要
望
も
、
自
主
的

に
そ
う
い
う
法
人
格
を
持
っ
た
受
託

団
体
が
法
制
化
さ
れ
る
と
い
う
必
要

性
が
出
来
て
き
た
と
い
う
、
そ
れ
が

協
会
の
設
立
に
結
び
付
い
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。
先
に
協
会
を
作
っ
て

い
て
で
は
な
く
て
、
事
実
関
係
が
そ

う
い
う
よ
う
な
情
勢
に
な
っ
て
き

て
、
そ
の
実
際
の
状
況
に
応
じ
て
、

法
務
省
も
法
制
化
し
て
い
く
と
い
う

方
向
に
動
い
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
、
私
は
想
像
し
て
お
り
ま
す
。

司
会

そ
う
い
う
機
能
が
段
々
と
整

っ
て
、
昭
和
六
十
年
の
十
二
月
七
日

を
も
っ
て
、
徳
島
県
で
も
協
会
が
、

い
よ
い
よ
設
立
を
す
る
に
至
っ
た
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
か
。

全
員

そ
う
で
す
ね
。

協
会
設
立
の
意
義

司
会

そ
れ
で
は
次
に
、
い
よ
い
よ

協
会
が
出
来
上
が
り
ま
し
て
、
そ
れ

以
降
に
お
き
ま
し
て
の
歩
み
で
す
け

れ
ど
も
、
十
七
年
半
の
う
ち
の
前
半

十
年
を
振
り
返
ら
れ
ま
し
て
ど
う
い

う
よ
う
な
、
状
態
で
あ
っ
た
の
か
と

い
っ
た
と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

川
原

ま
ず
一
番
に
は
、
受
け
皿
と

し
て
公
益
性
が
あ
る
団
体
で
、
尚
且

つ
、
契
約
上
支
障
が
な
い
、
官
公
署

の
側
か
ら
み
て
、
会
計
制
度
か
ら
み

て
支
障
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
形
を

法
的
に
整
え
る
、
そ
し
て
そ
の
業
務

の
内
容
に
信
頼
が
お
け
て
、
法
的
な

責
任
が
持
て
る
と
い
う
体
制
を
作
る

た
め
に
、
発
注
す
る
官
公
署
の
側
に

も
プ
ラ
ス
に
な
る
し
、
受
託
す
る
協

会
側
に
も
や
は
り
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が

出
来
て
、
責
任
を
持
っ
た
業
務
が
出

来
る
と
い
う
体
制
を
作
る
た
め
に
こ

の
協
会
が
設
立
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
が
一
番
最
初
の
、
今
も
協

会
の
存
在
理
由
と
い
う
の
は
そ
こ
に

あ
る
わ
け
で
す
。

山
本

我
々
の
資
格
と
い
う
の
は
個

人
の
一
身
で
、
そ
の
人
が
病
気
と
か

死
亡
と
か
し
ま
す
と
、
も
う
そ
れ
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

法
人
と
い
う
の
は
永
続
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
安
定
し
た
所
と
、
や

は
り
官
公
署
は
量
も
多
い
し
規
模
も

大
き
い
で
す
か
ら
、
契
約
す
る
対
象

と
し
て
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
勿

論
、
損
害
賠
償
と
か
も
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
や
は
り
こ
の
法
人
と
い
う

の
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

菅
沼

今
、
山
本
先
生
が
言
わ
れ
ま

し
た
よ
う
に
、
従
来
の
嘱
託
登
記
委

員
会
は
、
も
し
事
故
が
あ
っ
た
場
合

の
賠
償
問
題
な
ど
何
も
決
め
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
今
度
の
公

嘱
協
会
は
、
そ
う
い
う
も
の
を
大
き

な
一
つ
の
項
目
に
入
れ
て
定
款
の
中

に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
一
つ

の
大
き
な
特
徴
で
す
。
委
員
会
か
ら

公
嘱
協
会
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
ま

で
の
委
員
会
は
、
こ
う
い
う
損
害
に

対
す
る
賠
償
の
制
度
も
な
け
れ
ば
、

ま
た
法
人
格
が
な
い
の
で
、
契
約
を

す
る
に
も
適
格
を
欠
い
て
個
々
に
契

約
し
て
い
る
状
態
で
し
た
。

司
会

協
会
が
設
立
さ
れ
る
以
前
と

以
後
に
お
い
て
は
、
公
嘱
事
件
の
取

り
扱
い
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
対
す
る

我
々
の
責
任
体
制
、
こ
う
い
う
も
の

が
か
な
り
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

川
原

保
障
体
制
も
出
来
ま
し
た
ね
。

司
会

そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て

は
、
現
在
の
公
嘱
協
会
が
こ
う
い
う

姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
法
人

格
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大

き
な
意
義
が
あ
り
、
全
国
的
に
も
大

き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
か
。

山
本

仕
事
の
内
容
を
見
ま
す
と
、

当
時
は
今
日
み
た
い
な
こ
と
は
想
像

出
来
な
い
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
ト
レ
ー
ス
作
業
と
か

あ
り
ま
し
た
し
、
そ
し
て
十
九
条
の

問
題
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
測

量
図
に
職
印
を
突
く
突
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
も
の
凄
く
皆
の
反
発
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
調
査
士
は
、

や
は
り
境
界
立
会
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
の
と
、
や
は
り
官
公

署
の
こ
と
を
思
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
の
と
…
…
。

川
原

委
員
会
の
時
代
も
協
会
が
設

立
さ
れ
て
か
ら
も
、
コ
ロ
リ
と
変
わ

っ
た
の
で
は
な
く
て
、
当
初
は
変
わ

り
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
と
い
う

の
は
、
業
務
そ
の
も
の
が
手
間
仕
事

み
た
い
な
形
で
、
官
公
署
が
困
っ
た

も
の
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
は
「
や

っ
て
く
れ
る
か
あ
」
と
い
う
よ
う

な
、
官
公
署
の
側
か
ら
言
い
ま
す
と

そ
う
で
し
た
。
我
々
の
側
か
ら
言
い

ま
す
と
、「
受
託
団
が
あ
る
の
で
発

注
し
て
く
だ
さ
い
」
と
役
員
が
行
け

ば
、
会
員
も
積
極
的
に
受
託
し
た
い

と
い
う
意
識
が
少
な
か
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
発
注
し
て
く
れ
と
頼
ん

で
、
役
員
が
後
始
末
を
す
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
例
え
ば
仙
石

さ
ん
な
ど
は
、
言
い
方
は
悪
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
尻
拭
き
を
し

て
き
た
と
い
う
、
協
会
の
設
立
し
た

当
初
の
時
も
や
は
り
一
緒
で
、
協
会

が
出
来
た
の
で
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
し
な

が
ら
意
識
と
し
て
は
前
の
委
員
会
と

あ
ま
り
変
わ
り
は
な
く
官
公
署
の
方

も
即
理
解
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
い
っ
て
、
発
注
さ
れ

る
と
配
分
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し

て
、
配
分
し
ま
す
と
、
こ
の
業
務
の

納
品
を
し
た
結
果
ク
レ
ー
ム
が
つ
い

た
り
し
て
、
そ
の
後
拭
い
と
い
い
ま

す
か
、
そ
れ
は
話
に
行
っ
た
役
員
が

い
つ
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
生
懸
命
動
け
ば
動
く
ほ
ど
、
仕
事

は
他
に
配
分
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
後
始
末
は
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
、
役
員
は
そ
う
い
う
損
な

役
回
り
も
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
を
何
年
か
し
て
き
て
、
官

公
署
の
方
も
、
い
わ
ゆ
る
発
注
受
け

皿
と
し
て
協
会
と
い
う
も
の
の
メ
リ

ッ
ト
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も

の
を
段
々
と
認
識
し
だ
し
て
、
そ
し

て
発
注
も
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
当
初
は
委
員
会
の

時
と
あ
ま
り
発
注
者
側
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

菅
沼

そ
れ
と
公
嘱
事
件
が
、
あ
ま

り
調
査
士
が
重
き
に
置
い
て
い
な
い

の
で
、
調
査
士
各
自
の
事
件
の
割
合

に
し
て
も
公
嘱
事
件
は
ほ
ん
の
僅
か

で
し
た
。
今
は
そ
う
で
な
い
人
も
沢

山
い
る
と
思
い
ま
す
。
公
嘱
事
件
が

半
分
を
占
め
て
い
る
人
も
い
る
か
ど

う
か
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ

の
当
時
は
、
あ
ま
り
公
嘱
事
件
は
重

き
に
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
調
査

士
の
全
体
の
収
入
に
対
し
て
も
僅
か

で
、
件
数
も
少
な
か
っ
た
で
す
。

司
会

そ
う
し
ま
す
と
、
昭
和
六
十

年
設
立
当
時
の
実
績
は
ど
う
で
す
か
。

菅
沼

数
千
万
円
と
い
う
単
位
で
し

か
な
か
っ
た
で
す
。
六
十
二
年
の
頃

に
は
、
徳
島
市
が
三
二
〇
〇
万
、
雇

用
促
進
事
業
団
が
三
三
〇
万
、
全
体

の
収
入
が
四
〇
〇
〇
万
位
で
し
た
。

山
本

平
成
四
〜
五
年
ま
で
か
か
っ

て
や
っ
と
一
億
円
に
到
達
し
ま
し

た
。
徳
島
市
は
未
登
記
処
理
が
議
会

で
問
題
に
な
り
ま
し
て
、
ち
ょ
う
ど

バ
ブ
ル
で
地
価
も
上
が
っ
て
き
た
の

に
、
個
人
の
人
が
寄
付
し
て
い
る
の

に
税
金
が
高
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
て
議
会
で
揉
め
て
、
そ

し
て
一
回
、
徳
島
市
内
の
人
達
は
も

の
凄
く
仕
事
を
処
理
を
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

今
回
は
協
会
設
立
ま
で
の
部
分
を

掲
載
致
し
ま
し
た
。
次
回
は
設
立
後

の
事
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
掲
載
の

予
定
で
す
。

協
会
設
立
当
初
ま
で
の
経
緯
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２代目理事長

川 原 睦 久氏
平成７年６月就任

平成１３年８月退任

業務のご相談は各支所長まで

初代理事長

菅 沼 眞 澄氏
昭和６０年９月就任

平成７年５月退任

３代目理事長

山 本 正氏
平成１３年８月就任

現理事長


